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刊行の ことば

大久保館跡は、高丘丘陵地帯南部を占める草間丘陵のほぼ中央部に位置する遺跡であ り、

室町時代の居館跡と考えられています。本遺跡のある高丘丘陵は、旧石器時代から中世に

かけて広い時代にわたる遺跡が多数存在 し、市内でも有数の遺跡密集地となっています。

この度は、中野市建設水道部道路河川課の依頼により、市道草間農協線道路改良工事に

伴う大久保館跡の発掘調査を、平成19年9月18日 か ら11月5日 まで実施 しました。調査 は

㈹ 中野広域シルバー人材センターが発掘調査団を組織 し、中野市教育委員会の指導のもと

で進められました。本書は、その発掘調査成果をまとめた報告書であります。

今回の調査では、調査範囲が土地改良事業により撹乱と削平が行われ、限られた範囲し

かなかったことなどから、館跡と思われる遺構 ・遺物の検出には至 りませんでした。また、

平成17、18年 度に発掘調査が行われました隣接する茶臼峯窯跡遺跡で確認された旧石器時

代の遺物の検出も期待 されましたが確認には至 りませんでした。しか し、柱状遺構1から黒

曜石製の剥片が検出され、時代は特定できませんが周辺に遺跡があったことをうかがわせ

る成果 もありました。

最後になりましたが、発掘調査とその後に続 く整理作業及び報告書の作成にあたられた

調査団及び㈹中野広域シルバー人材センター事務局の皆様に心から感謝を申し上げ、本書

の刊行のことばとさせていただきます。

平成19年12月

中野市教育委員会

教育長 本 山 綱 規



例 言

1、 本書 は、市道草 間農協線道路改 良工事 に伴 う

埋蔵文化財調査報告書であ る。

2、 本書 に使用 した地 図は国土地理 院発行 の地形

図(1:25,000、1:50,000)と 中野市基 本

図(1:250)を もとに作成 した。

3、 本書 の執筆 は竹 田保夫が担当 した。

4、 石・器実測 、 トレース、写真撮 影は竹 田保夫が

担当 した。

5、 遺構 ・遺物 の図番号 は本文 ・挿 図 ・表 ・実測

図 ・写真 のすべ てに共通す る。

6、 本遺跡 の出土遺物お よび遺構 図 ・写真 な どの

記録 資料 は、中野市教育委員会 が保管 してい

る。

凡 例

1、 本書 に掲載 した実測図の縮尺 は原則 と して下

記 の通 りで、該 当箇所のスケールの上 に記 し

てある。 ただ し地形図 ・調査 区全体 図 ・遺構

配置 図な どは任意である。

1)調 査 区配置 図及 び遺構i配置図1:200

2)遺 構実測 図SKl:40

3)遺 物実測 図 石器1:1
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第1章 調査の概要

第1節 調 査 に至 る ま で の 経 過

1平 成16年6月22日 埋蔵文化財の保護につい

て調整 を図るため、中野市教育委員会から各関

係機関へ、平成17年 度以降実施予定の公共事業

等についての照会を行う。

2平 成16年8月 中野市建設部から中野市教育

委員会に、市道草間農協線道路改良工事の計画

について報告がある。

3平 成16年12月1日 市道草間農協線道路改良

工事の予定地が大久保館跡に含 まれるため、長

野県教育委員会、中野市教育委員会、中野市建

設部の三者で埋蔵文化財の保護について協議。

遺構、遺物等が出土する可能性が高い地域であ

ることから、発掘調査 を実施することで決定。

4平 成19年7月10日 中野市 と㈹中野広域シル

バー人材センターの間で、平成19年 度大久保館

跡発掘調査の業務委託契約が締結される。

第2節 調 査 の経 過

8月2～3日

調査区内の畑カンを撤去 し、迂回パイプを設置

する。

9月18日(火)

重機を用いて北側境界線上の低部に排水パイプ

4rnを2本 埋設する。

調査区域の草刈を行う。

9月20日(木)

表土剥 ぎを開始する。 トレンチ3本 を掘 り、重

機 を用いて剥がす層を確認する。

調査区全体の耕作土(1層)下 には直シル ト層

で、茶臼峯遺跡での3層 、4層 は確認できなかっ

た。

調査区南側に盛 り土の範囲を確認する。

9月21日(金)

昨 日に引 き続 き、重機 を用 いて表土剥 ぎを行 う。

9月25日(火)

機材搬入 を行 い、本調査 を開始す る。

遺構検 出の精査 を行 う。

調査 区南側 にマ ンガ ン粒 を含 むシル ト層 を確認

する。茶 臼峯遺跡A地 点のIV層 に類似す る。

9月26日(水)

遺構検 出の ための精査 を行い・遺構 内の覆土 を .

掘 り進 める。_____辺1mほ どの方形 プランはぶ どう

棚 の柱跡 の可能性 がある。

9月27日(木)

遺構検 出を行 う。 ほ とんどの遺構iの覆 土は表土

に類似す る。

9月28日(金)

遺構検 出 を行 う。

10月1日(月)

雨のため1時 間で解散。

10月2日(火)

遺構検 出を行 う。pit1か ら黒 曜石 が出土。

10月3日(水)

調査 区南 側の2層(マ ンガ ン粒 を含 むシル ト

層)を 掘 り下 げる。

10月4日(木)

2層(マ ンガ ンを含む シル ト層)を 掘 り下 げる

が礫が 出土するのみである。これ以上の成果 はあ

る と思 えず、中島歴民副館長 との協議で作業終了

を決め る。

10月5日(金)

調査 を全 て終了。調査現場か らの撤収作業 を行

う。

11月5日

来年予定 されていた調査地域(B地 区)を 重機

で表土剥 ぎ、遺物 ・遺構検 出 を行 う。南側で検出

された盛土がB地 区全体に確認 された。

トレンチNo.4を 掘 り盛 り土 の下 を確 認す る。盛

り土 は礫 と泥炭 の2層 でプライマ リー な層 までは

約2m。 調査範 囲は狭 く崩落の危険性 と道路工事

が現面 まで至 らない こともあ り、調査 は後世 に委

ね る として調査作業 を終了す る。



第2節 遺 跡 の 地 形

中野市地域は・上昇 し続けている中央隆起帯と

沈降をしつづける西部山地の境にあって侵食と堆

積を繰 り返 し、複雑な地形を呈 している。

高丘 ・長丘丘陵と並走する千曲川は穿入蛇行で

現在に至ったと一考えられ、先行性河川と解釈 され

ている。それによって河岸段丘が高位より赤塩面、

長丘面、草間面、原面、栗林面 と形成されている。

また、千曲川に沿って自然堤防や後背低地などの

沖積地が発達 し、両岸には長丘、奥手山、米山、

高丘などの洪積丘陵が存在する。その一つに遺跡

が立地する高丘丘陵がある。

高丘丘陵は茶臼峯を北端 として草間裏山、日和

山、城山と連なる。安定 した安山岩や粉岩などの

火山岩からなる東部山地 と、軟弱な堆積地帯の西

部山地からな り、丘陵は日本海か らの側圧 を受

けて隆起 した地形で、その稜線は脊斜軸に相当す

る。その脊斜軸の北端は小牧付近で千曲川東岸を

とおって南端にあたる立ヶ花におよぶ。向斜の北

端は田麦付近、南端は片塩をとお り草間におよぶ。

また、摺曲運動は大 きな稜線とともに小規模な脊

向斜地形も作 り、その起伏の問には小断層に沿っ

て侵食が進み、小丘や小谷地形 をも作 り出してい

る。

大久保館跡は茶臼峯か ら派生 した小丘に所在 し、

摺 曲帯の東縁部が千曲川に向かって押 し込まれる

位置にある。

調査地域の削平前の地形は茶:臼峯から派生した

尾根状の小丘陵が調査地域のほぼ中央グリット4

～5を 東側から西へと横断して、北側と南側には

茶臼峯から緩やかに傾斜 して小谷がある。

大久保館跡は土師器片が表採されている、調査

区域の中央を横断する小丘陵西側に存在 していた

と思われる。

第3章 遺跡の地層

昭和40年 代、中野市による大規模な土地改良事

業 が行 われ、その結果、調査 区全体 に撹乱 と削平

が行 われ、隣接 した茶 臼峯遺跡 での1・ 皿層 は確

認 はできなか った。削平 は調査 区のほぼ中央、 グ

リッ トC～G-3～8に およんでいる。撹乱 は調

杢地域の中央 と南側 、北側 にお よび、削平 と撹乱、

盛 り土は調査面積 のほぼ7割 を占め る。

破壊 を免 れた地域 はグ リッ ト2か ら北 側 と南側

の グリッ トB・D-7・8・9、 東側 の グリッ ト

K・L-6・7・8一 一部であ った。その うち、調

査 区南側 、グ リッ トB・D-7～9に は茶 臼峯遺

跡(平 成16・17年 調査)で 石器 が検 出された地層

IV層 が検 出 された。(第3図 、写真 図版PL5-

2)

また、今年度調杢 範囲が早 めに調査 を終 えたこ

ともあ り、来年度発掘調査予定 のB地 区(グ リ ッ

ト13～21)の 調査 を行 った。 その結果、 グ リット

8～9に 現れていた盛 り土礫 がB地 区全 体 にお よ

んでいた。 トレンチNo.4で 客土下層 を確 認する と

約60cmの 礫層 と約80cmの 泥炭層の下に皿層 とIV層

も検 出された。

第4章 検出された遺構と遺物

第1節 遺 構 二

土墳 は13基 、溝i状遺構iは1基 、柱状 遺構=2基 が

検 出された。土墳13基 の うち土墳2・3・4・8・

9・10・16・17は1辺 が1mほ どの方 形 をな し、

深 さは検 出面か ら20～30cmを 測 る。南西 か ら北東

に、北 西か ら南東 に格 子状 に約6.5mの 間隔で配

列 している。土墳 内か らの遺物 の検 出は土墳2か

らの土師器片8点 とチ ャー ト製 の小剥片1点 のみ

で、他の土墳 か らは検 出されてい ない。土墳内の

覆土 は表層に類似 し、比較 的新 しい時代 と思 われ、

調査前の現況は果樹 園でぶ どう棚 の柱跡 の可能性

もある。

土墳5・6は 円形 を成 し、覆土 は粘土 で遺物 が

な く時代 は特 定出来 ない。土墳7は 方形 を成 し、

深 さは検 出面 よ り約10cm。 土X11の 形状 は不定形

で撹乱 の可能性が高い。
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第2図 グリッ トの配置図及び遺構の全体図
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1

1層 表 土

Ia層 客 土礫

皿層 黄榿色シル トにマンガン粒が入 る。

工V層 黄赤色シル トに明茶褐色が斑に入る。

V層 明褐色シル トに白灰色 シル トがクラック状

に入る。

W層 黄白色シル トに黄褐色が斑 に入 る。

2

1層 表 土

田層 暗灰色シル トに灰黒色粘土がクラック状に

入る。

皿層 暗灰色シル トに砂が入 る。砂が層を成す。

工X層 暗灰色シル ト。

X層 緑黄色砂。

xr層 小礫(1～01cm)。

3

1層 表 土

工V層 黄灰色シル トに榿色が斑に入る。

V層 明黄褐色 シル トに白灰色シル トがクラック

状に入る。

4

1層 表土

皿層 黄榿色シル トにマンガン粒が入る。

IV層 黄赤色シル トに明茶褐色が斑 に入 る。

5

1層 表土

Ia客 土礫

Ib客 土灰黒泥炭

■層 黒褐色土にマ ンガン粒が入る。

第3図 基本層序(地 点別柱状断面)
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第4図 土墳実測図
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第5図 土墳及び溝状遺構実測図
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溝状遺構1基 は幅13～26cm、 深 さは検 出面か ら

5cmほ どで、長 さは東西 に途 中途切 れた120cmと

200cmを 測 り調査 区域外 にいた る。覆土 内に1点

小土 師器片が検出 された。

柱状遺構1は 、径18cmの 円形 を成 し、深 さは検

出面 か ら約15cmで ある。覆土内 より黒曜石(第6

図2)が1点 、検 出され た。

柱状遺構12は 、径15cmの 円形 を成 し、深 さは検

出面か ら約10cmで ある。

遺物 は検 出され てい ない。

第2節 遺 物

遺物は土壊2よ り、磨耗 した土師器小片(最 大

1cm)が8点 、チ ャー ト製の小剥片 が1点(第6

図1)と 柱状遺構1か ら横14cm、 縦約1cm、02cm

を測 る黒 曜石製剥片 が1点(第6図2)、 グリ ッ

トB-8か ら稜線が磨耗 した礫(破 砕礫?)が1

点検出 されている。

第5章 ま と め

高丘村誌(1916年)に よれば、大久保館跡は明

治19年11月 に井戸趾より石臼、鹿の角が発掘 され、

室町持代の居館跡 と考えられている。 しか し、今

回の調査では前節の述べたように撹乱と削平によ

り、調査範囲は限られた部分でしかなく、それに

伴 う遺構、遺物は極めて少ないもので、館跡 と思

われる遺構 ・遺物の検出には至 らなかった。

遺構 は1辺1mの 方形土墳8、基が6.5mの 間

隔で南西から北東に、北西から南東に格子状に検

出された。土墳2よ り土師器小片が検出されてい

るが、調査前の現況がぶどうの果樹園であ り、覆

土が表土 と類似するなど、ぶ どう棚の柱跡の可能

性は否定できない。

調査は市道草間農協道路改良工事 に伴 うものと

して平成15・16年 の茶臼峯遺跡発掘調査に引き続

き行われ、茶臼峯遺跡で確認された旧石器時代の

遺物の本調査範囲まで広が りを期待 して行われた。

しかし、隣接する茶臼峯遺跡で確認 された遺物包

含層IV層 はグリットC・B-7～9の 一・部で認め

られたが、遺物の検出にはいたらなかった。

ただ、黒曜石製の剥片が柱状坑か ら検出され、

時代は特定できないが周辺に遺跡があったことを

うかがわせる成果もあった。

また、同時に調査 した来年度調査予定地域(B

地区)はA地 区南(第2図)で 検出された盛 り土

礫がB地 区全体に確認された。 トレンチNo.4で 客

土の下層を確認 したところ、原面までは礫層が約

80cm、 泥炭層が約80cmと2層 であった。そのため、

調査範囲の狭 さもあり崩落の危険性が大 きいこと、

トレンチ内での遺構 ・遺物は検出できなかったこ

と、道路 に伴 う工事では2m下 の原面まではおよ

ばないと判断し、調査 を断念 して今後の調査にゆ

だねることとした。

第6図 石器実測図
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写 真 図 版



PL1

表土剥ぎ

A調 査地区



PL2

A調 査区

B調 査区



PL3
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